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2Na－6 胴部体表面形状からみた婦人衣服パターン構成に関する研究

　（第３報）　前m部密着衣服原型の構造と人体形状との関係
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【目的】衣服パターンの構成要素として,立体体表面を平面で構成するための”平面化要素”を明らか

にし,体表面から直接計測できないこの平面化要素を体形要素の人体寸法から算出する方法を検討し

た。第1,2報では前胴部体表面展開図の平面化要素である間隙寸法(展開図寸法(Ｄ)と人体寸法(B)‘

との差)を,人体寸法から理論的に算出した。本報では体表面を覆う密着衣服原型(密着衣)の平面化要

素である間隙寸法(密着衣寸法(Ｔ)と(Ｂ)との差)を捉え,展開図の間隙寸法と比較して密着衣の構造

の特徴を明らかにした。次に，密着衣の平面化要素の特徴を3次元の人体形状との関係から究明した。

　【方法】前報の青年女子50名の石膏体(厚さ0.2～0.3cm)の外面に基準線[ﾖ]:頚付根線,肩線,胸幅線，

乳頭位胸囲線,下部胸囲線,胴囲線ﾀﾃ:前正中線,乳頭線,前脹線,脇線,腕付根線,C1,C2,FSLM)を設定，

10ブロックに分けてｼ-ﾁJｸﾞで立体裁断を行い密着衣を得た。石膏体から転写した密着衣の基準線の長

さや角度などの(Ｔ)を計測した。基準線の間隙寸法は(Ｔ)-(Ｂ)＞Ｏをﾌﾟﾗｽの間隙,･(T-B)＜0をﾏｲn

の間隙と呼ぶ。石膏体の立体形状は石膏体の各基準線上の点の座標値を3次元デジタイザで計測した。

　【結果】1.密着衣の基準線は展開図の基準線より小さい寸法で構成された。ただし,前肩線のFSLMと

前腕付根線FASLIは(Ｔ)＞(Ｄ)で, ②,③,⑤,⑥ブロックの形状を示す角度などの(Ｔ)と(Ｄ)とに差が

あった。2.密着衣では展開図とほぼ同様に全員の胸幅線CWL2,前正中線のFCLlとFCL2,前下部胸囲線

のFUBLlとFUBL2,前胴囲線に,体形で前乳頭位胸囲線のFBL2とFBL3,前腕付根線のFASLlとFASL2,FSLM

にﾌﾟﾗｽの間隙があるが,その寸法は展開図より小さい。展開図と異なる密着衣の構造の特徴として,ﾏｲ

1ｽの間隙が全員の前乳頭位胸囲線FBLiと乳頭線のBPしnに,体形で前肩線FSLlと前肩幅線FWL2-2にある。

3.密着衣でﾏｲnの間隙があった基準線の体表面形状は,凸部に対して反対方向で凹部形状を示し,ｱ

ﾗｽの間隙があった基準線の体表面は,凸部に対して同じ方向でそれより小さい凸部形状を示した。
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　【目的】衣服設計の基礎として、人体の体表面形状の特徴を客観的に捉える必要がある。
本研究では、青年女子胴部体表面形状を対象とし、その特徴を統計的に把握することを試

みる。特徴量として、体表面のS次元データから得られるガウスの曲率を用いる。
　【方法】青年女子50名（平均年齢19.3歳）の右胴部体表面の石膏体を採取し、石膏体表面

に人体計測のための測定基準としての基準点（頚側点、m高点、類椎点、肩先点、前肢点、
後散点、乳頭点）、基準線（mm、頚付根線、上部胸幅線、胸幅線、胸囲線、下部胸囲線、

胴囲線、上部背幅線、背幅線、前正中線、乳頭線、前肢線、後正中線、肩甲線、後肢線、
脇線、腕付根線）を設けた。これらを利用して設定した石膏体内面の193の測定点を3次

元デジタイザを用いて測定した。得られた測定点の3次元座標値から、内部127点のガウ
スの曲率及びその平均、分散を求めた。ガウスの曲率は平面展開の難易度を示し、可展面

ではＯ、球状のものは正の値、鞍状のものは負の値をとる。さらに各被験者のガウスの曲

率分布を色表示した。
　【結果】被験者に共通の特徴として、ガウスの曲率は乳房、肩甲骨下部周辺では正の値を

とり、前肢点付近、頚側点付近、乳房下部の下部胸囲線上、脇線下部では負の値をとるこ
とが明らかとなった。ガウスの曲率に個人差が顕著に表われるのは前肢点、幾肢点、肩先

点およびそれら周辺の点であった。また、ガウスの曲率分布の色表示からは体表面形状の

特徴を視覚的に捉えることができた。
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